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まえがき

本稿は「南詔国成立史研究」の1部である。南詔国の成立史研究においては，雲南地方内部

における諸部族勢力の消長と唐朝の巽南経営をめぐる諸部族の史的動向，および，南詔蒙姓部

族の接頭と対立部族の打倒併合の史的過程やその史的情勢を考察しなければならないことは言

うまでもないが，他方において，南詔国の成立期は，丁度，唐と吐薯の両国が雲南地方（唐の

剣南道西南部）の支配をめぐって角逐を繰り返していた時代に当っており，したがって，南詔

国の成立はこの雲南地方をめぐる史的客観情勢と密接不離の関係にあつたから，さらに，唐・

南詔交渉史や吐蕃・南詔交渉史の面からも考察しなければならない。

すなわち，本稿は南詔国の成立史研究の一環として、主に，南詔国の成立過程と対吐蕃関係

の面のみを考察した論考であるが，この前半部，すなわち，南詔蒙姓部族の接頭期から勃興期

を経て，5代王の閣薙鳳が；坂唐して吐蕃に弟事関係を結ぶまでの約1世紀問については，すで

に昨年9月発表しておギ），したがって，本稿はこの続編をなすものであり，その後の閣羅鳳

代の王国建設期から6代王異牟尋在位の王国確立までの約半世紀間にわたる後半部である。

唐朝の雲南経営下にあった南詔蒙姓部酉が頭角を現してくるのは，唐の高宗永徴初年（650）

頃のことであるが，その後，南詔は唐朝の雲南経営に協力関係を保ちつつ，次第に撞頭して，

やがて，唐朝の強大な勢力を背景にしながら，次々に対立する諸部酋を打倒し，ついに，玄宗

の開元26年（738）には大理盆地帯の実権を掌握し，時の4代王皮羅閥は唐朝カ1ゝら雲南王に冊

封され，ここに南詔王国は名義上成立したのである。しかしながら，南詔が名実ともに一王国

を形成（王権の確立）するためには，なお，内外にわたる諸問題を解決しなければならなかっ

たのである。

これらの諸問題とは，対内的には，雲南地方になお残存する対立部族を平定し，国内体制を

整備して，王国の支配機構を確立することであり，また対外的には，唐と吐蕃と言う強大な両

勢力の支配下から脱し，王権を確立することであったが，当時の南詔にとっては至難な問題で

あふた。これらの難問題の解決にあたったのが5代王の閣羅鳳であり，その諸事業を継承して

達成したのが英明な6代王の異年尋であった。5代閉尿鳳は敢然立って強大な唐朝からの礪絆

を断ち，王国の諸建設事業を推進した南詔歴代中最大の英傑であった。

本稿の主要な課題は，6代王異牟導が，当時いかなる史的情勢のもとで，どのような史的過

密を経て，困難な吐蕃弟事の隷属関係を断ち切り，もって王権の確立を達成し得たかを考察す

ることであるが，この場合，剣南西川方面における唐・吐蕃両国の抗争と唐朝とくに剣南西川

節度使の対南詔政策の動向，および，これに対する四川省西南部地域の諸部族（史書のいわゆ

る篤州諸蛮），とくに東蛮諸部族の帰趨動向が一つの鍵を握っていたのであり.また，大理盆

1）拙稿，「南詔国の成立と吐薯との関係」東洋史研究25巻2号
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地の奥北地帯や金沙江（揚子江上流）北岸地域にはチベット族系の磨些（Mo－So）族が広く分  

布していた上に，開元末年，南詔に逐われた烏蛮系五詔（五王）や自蛮系の西洞河諸部族の残  

党が逃げ込んでいた関係上．常に吐蕃勢力を背景に義動をつづけ，絶えず南詔の北辺をおびや  

かしていたことに注目しなければならない。南詔王権の確立にとって，吐蕃の覇絆を断ち切る  

とともに，これらの癌を除去して，対立部族の支配体制を確保することが不可欠の重要課題で  

あったが．異牟尋ほこれらを討平した後，先代にならって強制移住政策を実施し，ようやくこ  

の課題を達成したのである。   

ところで，この異牟尋に与る敷蕃帰唐の史的動向についてほ，唐・南詔交渉史の側面から・  

とくに時の剣南西川節度使畢真の南詔対策について，牢ゝって小論を発表した上睾があり2），か  

つ二唐と南詔との交渉史ほ本稿の主題でを享年いので，南詔と吐蕃との交渉史上関達す 

を取り上げ，その他は羊こでは述べなヤ、。まち．異牟尋が強行した対立部族の強制移民政策に 

ついては，ここにその大要を述べるにとどめ，これに関する詳察は先代閣羅鳳の時に行ったも  

のとともに，近く別稿を発表予定である8）。   

本稿の考察においてとくに力点をおいた．のは，帝詔王鹿の確立をあく二っ 

帯の宋的動向を究明すること， 

蛮の動静が大きな役割を担っていたこ阜を明らかにしようと試みたことで奉る。 

南詔史研究上に大きな意義をもっていたこと、が琴証さキるのであ。る。しキ窄って，今までよく  

知られていなかった南詔国の成立に開す卑史的垂情の一側面が，本稿によって明 

ものと思われる。   

なお、以下の行文中にしばしば引用する史妻名に？いて軋次の如く略記する；とを附言し  

ておく。   

旧唐書巻197南詔寧伝（岬南詔伝）新唐書巻222上南蛮伝（南蛮伝上）旧唐書巻1白6吐   

蕃伝上（（旧吐蕃伝上）新唐書巻216上吐蕃伝（新吐蕃伝上）資治通鑑唐紀（通鑑）   

南詔徳化碑文（碑文）院元声編南詔野史（王本野史） 楊頃編南詔野卑巻上（胡本野史上）  

1 

南詔第5代王の閣羅鳳ほ玄宗の天宝7年・（748）に36才で襲位し，その後30年間在位して，  

一王国形成への諸建設事業を文字通り精力的に推進した英傑であった。   

その中でも，王国の形成と王権の確立のために，どうしても断行せねばならなかった至難な  

問題は，強大な唐朝支配下の窮絆を断ち切ることであったが，彼は即位2年後の天宝9年に，  

桃州都督張度陀事件を契機として，決然立って叛唐的態度を示し，これがため．唐朝は再三に  

わたり大討伐軍を派遣したが，彼はよくこれを撃退して，唐朝の雲南経営を挫折せしめ，雲南  

地方から唐の支配勢力を駆逐して，ついに王権の独立に成功したのである。しかしながら，も  

ちろんこの難事業は当時の南詔が独力でなし得たものではなく，その背後にほ強力な吐蕃勢力  

が控えていたのであり，当然吐蕃の援助をかンりなければならなかったのである。（前掲註1の  

拙稿ほここまで考察してある）その結果，今度は唐に代って吐蕃に弟事することを余儀なくさ  

2）拙稿「剣南節度使葦暴乃南詔対策」東北史学会編 歴史3輯  

3）拙稿「南詔国の強制移民政策について＿」発表誌未定   
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南 詔 国 北 境 関 係 図  

れたのである。  

その後30年近い在位の間，彼ほもっはら国内体制の整備に努め，四方に境域を拡張し，昆明  

盆地の西襲蛮を大量に西南部の永昌盆地その他に強制移民を断行し，もって，雲南東半部に対  

する諸部族支配の体制を固め，また，中央官制等の諸制度を創設し，新都陽五時城の造営に着  

手するとともに，昆明盆地には東都拓東城を新築し，各地方の要衝にも城鋲を整備して，一王  

国としての体裁を整えるとともに，着々とその実力を養いつつ，やがて，吐蕃への弟事関係を  

清算して王権確立の機会到来をうかがっていたが，ついにこれを果し得ず，したがって，この  

宿願は次代の異年尋にゆだねなけれはならなかったのである○   

簸唐以後，閣羅鳳治世の大半についての史料は，唐朝との交渉が中断されたため，中国側史  

書にほ南詔関係記事がほとんどみえず，ただ事いにも，南詔側が書き遺したところの，唯一の   
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貴重な紀年休史料たる「南詔徳化碑文」および碑陰銘（南詔功臣一覧の銘）によって，その治  

世前半期における動向の大要をうかがい知ることはできるが4），総じて言えば，彼の治世間は  

南詔史上における欠史時代に当っており，したがって，対吐蕃関係についても詳しい動向に関  

してほ知り得ないが，以下に，限られた断片的史料によって，できるだけこの間における両国  

関係の動向を探ってみることとする。   

唐玄宗の天宝10年4月，剣南節度使鮮チ仲通の率いる唐朝の第1回南詔征討軍を自崖城に迎  

撃して間もなく，碑文によれは，   

① 遂達男鐸伝，旧大西望鎗イ全部，楊伝磨停及子弟六十人，褒重畠珍宝等物，西朝献凱，属  

賛普仁明。  

とあって，南詔はこの時早速吐蕃へ使者を遣わして捷を報告し，謝意と忠誠の意を表明してい  

ることが知られるが，この記事の続文をみると，   

② 重酬我勲功，遂命宰相倍祥菓楽，拝金冠錦砲金宝帯金帳状安紅傘鞍銀獣及器皿珂貝珠毯  

衣服馳馬牛経等，賜為兄弟之国。  
00000  

とあるから，吐蕃はこれに応えて，宰相級の返使を遣わしていることが知られる。南詔側使者  

の代表ほ王子の鐸伝であり，随員の大西望趨イ全都と楊伝磨倖ほ，この後間もなく，南詔官制の  

創設によって，前者が南詔の宰相に相当する清平官に，後者が大軍将に任ぜられていることが  

知られ（碑文後掲史料⑤⑥参照），いずれも，当時南詔の重臣だったことが知られる。この時  

に，南詔が吐蕃へ献じた物についてほ，たんに「重畠珍宝等物」と言い，珍宝等がいかなるも  

のであったかは具体的に知り得ないが，吐蕃から南詔に賜与した品名が列挙されているのほ貴  

重な史料である。   

いずれ，これらの文面から察するに，南詔が敢然立って叛唐の挙にでて，永い間の和親関係  

が破られ，しかも唐の大軍を撃退したことは，当時の吐蕃にとっては誠にわが意を得たもので  

あり，この好機を失せず，できるだけ南詔を懐柔して，吐蕃側に親附せしめようとの意図が充  

分にうかがわれるのである。   

これらの遣使交換の年月について碑文は明記していないが，これらの文の前後関係から推し  

て，唐軍を撃退した天宝10年4月から同年末の間のことであったことは間違いなく，また，こ  

の吐蕃からの返使ほ冊詔使であったことは，さらにこの続文として，   

③ 天宝十一哉正月一日，於郡川冊詔，為賛普鐘南国大詔。授長男鳳迦異大富宕告身・都知  
00000  

兵馬大将。凡在官僚，寵幸成被。山河約誓，永国雄城。改年為賛普鐘元〔年〕。  

とあることから知られる。すなわち，南詔が正式に吐蕃弟事を盟約し，「賛普鐘」に冊立され  

たのほ翌年元旦のことであり，この会盟が行われた場所は，河海北辺の鄭川城（現在の郵川県  

の地）だったことが知られる。当時の南詔の都城は洞海西南辺の大和城であったが），この会  

盟が都城において行われなかったのは，当時なお南詔が唐と臨戦体制下にあり，都城の周辺が  

防備体制にあったことも考えられるが，また，唐側に対する警戒があったことも推察される。   

上掲碑文史料によれば，この盟約で南詔ほ吐書から「賛普鐘南国大詔」に冊立され，年号を  

「賛普鐘」と改元したとあるが，このことについて旧南詔伝ほ，  

ヰ）南詔徳化碑の建碑事情や史料価値については，拙稿「南詔国の支配階層について」の3項参照。（岩   

手大学学芸学部研究年報第20巻）  

5）拙稿「南詔国の都城について」第2項参照（岩手大学学芸学部研究年報第24巻）   
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④ 自走，閣羅鳳北臣吐蕃。吐蕃令閣羅鳳為賛普鐘，祝日東帝，給以金印。蛮（南詔）謂弟  
0000  

為鐘。時天宝十→年也。  

と言い ，さらに「東帝」と号し，金印を授けられたことを述べている6）。「賛普鐘」ほチベッ  

ト語のBtsanpogc血に当り，「賛普」は「ツェソポ」すなわちチベットの王であり7），  

「鐘＝Cbung」は蛮語（南詔語）で「弟」の義だとあるから，「賛普鐘」は「吐蕃王の義弟」  

の意であり，この時，南詔が吐蕃に対して義兄弟の関係を結び，名義上でほ親しい兄弟の関係  

を保つことになったが，実際上は吐蕃への弟事関係を強要されたものであって，一種の臣附関  

係であり，事実，この後吐蕃の強圧が次第に加わり，そのために南詔の王権が制約を受け，や  

がて，この隷属関係が耐えられないものになって行ったことは，後掲史料⑪や⑲等がよく物語  

るところである。  

「東帝」の名号についてほ，仏人ペリオ氏によれば，「印度の名号の漢訳であり，日東王の  

義である」と言われるが），南詔王が「日東王」と自称していたことは，唐徳宗貞元9年，異  

牟尋が剣南西川節度使葦真に送った稿書の文中に，「自称唐雲南王孫，吐蕃賛普義弟日東王」 000  
（通鑑同年5月粂）とあることからも知られ，また，異牟尋が襲位した時，彼も吐蕃から「日  

東王」に封ぜられたことが，蛮書巻10に附載されている貞元10年の「雲南詔蒙異牟尋与中国誓  

文」の文中に，「（前略）困此与漢阻絶，経今四十三年。与吐春治和，為兄弟之国。吐蕃賛普  

冊牟尋為日東王。」とあることから知られ9），これらの史料から見ても，「東帝」と「日東  
0000  

王」は同義名号であったことが証されると思う。ちなみに，碑文（前掲史料⑧）では「南国大  

詔（王）」と記し，「東帝」又ほ「日東王」の名号がみえないのは，この碑文が唐官の降人鄭  

回によって撰文された漢文体であるために，中国側の称呼たる「南詔」すなわち「南王」の例  

によったものと思われる。   

ところで，この時の吐蕃王ほ第4代チデックツェソKhrildegtsug brtsan（棄隷蹄賛）の  

在位晩年に当り，この王は唐朝より金城公主を迎えた吐蕃3大名君の1人と言われ，天宝10年  

の巨酌ままだ4白才の働き盛りであったが，この後間もなく近侍者達の陰謀にあい，51才で非業の  

死を遂げたため，その子のチソソデツェソKhrisrohldebrtsar）t（乞黎蘇籠猟賛）が天宝13  

年に13才で第5代王に即位している。4代王チデックツェソが即位したのは1才未満の時であ  

ったと言われるから，その在位ほ彼の生存期間に当る50年間に及ぶが，5代王チソンデツェソ  

の在位も44年間で（貞元13年まで），56才で没したことになるが，本稿に考察せんとする年代  

は，ほとんどこの王の治世代に当っており，唐の代宗広徳元年（763）にほついに長安を占領  

したほどであり，この三代における吐蕃の唐への侵攻が一段と激しかったことが知られる10）。   

このようにして，南詔ほ心ならずも吐蕃に弟事する関係を結んだが，この関係ほ，次代異牟  

尋が唐徳宗貞元10年（794）に再帰磨するまでの満42年間続いたのである。果してこの「義兄  

弟の盟約」なるものが，南詔国の主権（王権）上において，どの程度の制約ないしほ隷属性を  

6）南蛮伝上や通鑑天童10年4月条にもほぼ同じ記事がみえる。  

7）佐藤長著「古代チベット史研究」下巻521頁  
8）PaulPelliot；DeuxItin6rairesdeChineenIndoala Fin deⅧeS三6cle，B・E・F・E・0・Tome  

Ⅳ，1904  

9）通鑑大暦14年9月粂にも「吐蕃封之為日東王」とみえ，南蛮伝上に「吐零封為日軍王」とあるのは，   

「日東王」の誤字であろう。（前者については後掲史料㊥参照）  

10）この当時の吐蕃の王室関係や対唐関係の動向については，佐藤長著前掲書に詳しく考証されている。   
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もつものであったかは，容易に推論できないところであるが，しかし，かって唐朝の雲南経営  

下にあって，唐より「雲南王」に冊封された時の君臣服属の関係と比べれば，「東帝」に冊立  

されたのは，一応吐蕃から南詔王権が認められていることを証するものであり，義兄弟関係を  

保つ一王国として存立し得たのであるから，なお不完全ながら∵独立王国になったものとみな  

すべきであろう。唐朝は天宝13年にも再度南詔征討の大軍を入雲せしめ，都城の大和城に迫っ  

たがまた大敗を喫し，以後安禄山の大乱が起り，ここに，唐朝の雲南経営ほ事実上挫折状態と  

なり，もほや雲南地方を顧みる余裕がなかったのであるから，南詔は武力に討えて南詔王権の  

独立を唐朝に認めさせる結果となったのである。したがって，南詔王国の成立は，「応この唐  

玄宗天宝11年（752）正月1日の「賛普鐘」改元をもって達成したものとみなす空きである  

‖）。もちろん，この吐蕃弟事関係を清算した唐徳宗貞元10年までは，名実ともに王権が確保さ  

れなかったことほ言うまでもないが，この吐蕃との盟約ほ，南詔が一王国として存立を認めら  

れた点において，南詔国の成立史上で大きな意義を持つものと言うべきであ、る○   

その後，閣羅風の在世中において，南詔と吐蕃との交渉史を具体的に伝えるような史料は非  

常に少ないが，ただ，安禄山の大乱による層側の間隙をねらって篤州方面を攻略した時に，吐  

蕃と相呼応して南詔も進攻したことが碑文によって知られる。すなわち，碑文には，  

⑤（賛普鐘）五年，氾陽節度使安禄山窺拠河・洛，開元帝（玄宗）出居江・剣。賛普差御史賛   

郎羅手芸結，密教書日，樹徳務鱒長，去悪務除本。越篤・会同謀多在我，図之此為葦也。詔   

（南詔）恭承上命，即遣大軍将洪光乗・杜羅盛・段附克・趨附干望・羅遷・王遷羅奉・清平   

官趨僅郡等，統細手薄，従昆明路，及宰相僑祥菓楽・節度尚検賛同伐越萬。詔（南詔）親帥  
○（）00   

太子藩囲逼会同。越薦囲拒被愕，会同請降無害。（後略）  

⑥ （同）六年，漠復置越篤，以楊庭チ進為都督，兼固台登。賛普便乗日，漢今更置越萬，作援   

昆明。若不再臨，恐成滋蔓。既挙奉明旨，乃遣長男鳳迦異，駐軍櫨水，権事制宜。令大軍将  

00  楊伝磨倖等与軍将欺急歴如，数道斉入。越焦再掃，台登源除。都督見檎，兵士尺塘。於是，   
揚兵印部，而漠将大奔，廻瀬尾明，傾城捨寮。 

OO  

とあって，この間の南詔と吐蕃との動向を伝える貴重な史料である。   

これによれば，南詔は吐蕃と盟約後5年目の玄宗天宝15年，すなわち，粛宗至徳元年（756）  

に至り，前年勃発した安禄山の大乱により，7月には玄宗が萄へ逃避行することとなり，唐朝  

の剣南西川方面における防備が手薄になった機会をねらい，ト吐蕃と相呼応して再度大軍を動員  

し，王も自から会同路より進攻したことが知られる．。これらの史料から察するに，この再度に  

わたる攻防戦には，南詔の主力が動員されており，吐蕃勢と合すれば，相当大規模な進攻策戦  

だったらしく，この時余力のなかった唐朝ほ，至徳2年（賛普鐘6年）にどうやら奪回した僑  

州（史料の越寓）も，まもなく再び吐蕃・南詔連合軍に攻略され，さらに，同州管下の安城た  

る台登も陥れられたのである。台登城は篤州北方に位置し（現在四川省西南部の易寧県），吐  

蕃の入雲コース上の関門地点として重要な役割をもっていた所である。   

史料に言う「越萬」は唐代に烏州府の置かれていた越萬県のことで，漠代以来郡や県の置か  

れてきた所で，西南諸夷統治上の一大拠点であり，また，ここは成都府より清渓閲（現在の漢  

源県地方）を経て安寧河沿いに南下し，櫨水（金沙江）を渡って入雲する最短コースたる建昌  

路上の要衝地点を占め（現在四川西南部の中心地西昌県），したがって，唐朝はここに焦州都  

11）胡本野史上には，南詔が天童10年に「長寿」と建元したとある。   
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督府を置き，西方の吐蕃に備えるとともに，西南諸夷対策とノくに雲南経営上における重要基地  

として，剣南成都府が絶対確保すべき要地であった。「会同」ほ天宝初年に会同軍が置かれた  

会川県の地（現在四川省最南端，金沙江北辺の会理県）であり，ここは建昌路コース沿いの入  

雲関門に当る要地で，この時以来南詔の手に帰し，したがって，この後，この地点が南詔国の  

北境防備の一拠点となり，会川都督府が置かれていた所であった。   

また「昆明」とあるのは，唐高祖武徳2年（619）萬州管下の西南部に設置された昆明県の  

地のことで，現在四川省西南端金沙江よりにある塩源県の地であるが，ここほすでに漢代走搾  

県の置かれた所で，良質の塩井があるほか，鉄も産出し，古くからこの地の塩鉄の利ほ巴萄の  

商真の間に有名であった。したがって，唐代においても，常に唐，吐蕃，南詔三者の間にあっ  

て，その支配をめぐり、，互いに争奪し合ったところであるが，さらに、この地方から西南万金  

抄江屈曲部の麗江や鉄橋（後掲註⑳参照）にかけての一帯は磨些族が多く居住しており，いわ  

ゆる大理盆地奥北地帯に連なる要地であり，南詔にとノっては，北辺防腐の上からも絶対確保し  

たい所であった。上掲史料によれば，至徳元年の篤州攻略の際，南詔軍が二手に分れて進軍し  

，清平官趨佐郡や大軍将洪光乗等の1軍ほ，大理盆地北部からこの良明路沿いに篤州へ向って  

おり，翌年の篤州争奪戦においても，この昆明城をめぐって，唐と南詔両軍の間に攻防戦が展  

開されているのは、，・・この間の事情を雄弁に物語るものである。   

要するに，この四川省西南部地域に当る篤州一帯（唐の萬州都督府管‾Fの地）は，唐にとっ  

では対吐蕃防備上や西南諸夷対策とくに雲南経営上にとっての1’大基地であり，吐蕃にとって  

は西康省東部の打箭憾（康定）より建昌路沿いに入雲するのが，当時もっとも便利であったか  

ら，雲南支配（とくに大理盆地における交易の利が目標だったらしい）をねらっていた吐蕃にと  

っても■，ぜひ確保したい所であり，また南詔にとってほ，唐，吐蕃2大勢力の南下を阻止する  

北辺防備上の要衝地帯に当っており，いわゆる唐，吐蕃，南詔三者の間における交接要衝の地  

であったことが知られるのであって，これは次項以下でもよく証せられるところである。   

ところで，この再度の南詔軍出動が，吐蕃の命を承けて行動を開始したことほ，上掲碑文史  

料に明記するととろであるが，しかし，飯唐後間もない南詔にとっての最大関心事ほ，唐朝が  

雲南経営の再開をねらって南進してくることであり，何よりもまず，この最大の不安を一掃す  

るためにほ，これを未然に防いで唐の進出をほぼみ，北辺の守りを固めるためにも，この馬州  

地方の攻略はもとより念願するところであったと思われるが，ただし，当時の南詔としてほ，  

吐蕃の承諾なしに，単独でこの方面に大軍を出動することほできない立場にあったものと推察  

される。他方吐蕃もまた，入雲路を確保し，雲南地方へ勢力を伸張するためには，ぜひともこ  

の建昌路コース地帯を手中に収めねばならなかったから，’■このころ，南詔と吐蕃の利害ほ一敦  

しており，いわば，相互に利用し合う関係にあったとみられる。ただし，この後篤州管内ほ南  

詔の境域に入れられた南部の会同地区を除き，台登，昆明をも含むほぼ全域が吐蕃の支配下に  

入れられていたことほ，元和郡県図志巻31満州条にl‾至徳二年，没吐蕃，貞元十三年，節度使革  

臭収復。」と言っていることからも知られる。果して，この馬州攻略戦をいずれの国が先に提  

案したかは知り得ないが（碑文史料が，吐蕃の命に応じ，やむなく南詔が出軍したように述べて  

いるのは，唐朝への配慮上から，撰者の漢人鄭回が巧みに表現したことを考え併せねばならな  

い。），少くとも，篤州攻略や昆明城攻防戦の主役を果したのほ南詔軍であったことは，上掲  

碑文史料から察知されるところである。（この戦いについて，新吐蕃伝上ほ「至徳初取篤州」   
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とあるだけであり，旧吐蕃伝上にほふれていない。）吐蕃側としてほ，早速南詔を利用し，あ  

わせて，南詔軍の消耗を計ったのかも知れず，あるいはまた，南詔軍の実力をためすねらいが  

あったのかも知れない。いずれにせよ，この戦いほ吐蕃・南詔鞘合軍の勝利に終り，唐朝とし  

てほ，漢代以来支配してきた僑州管内を初めて奪取されたもので，唐朝の西南英経略や雲南経  

営の再開上に重大な打撃を受けたのである。しかし，この時唐朝でほ安禄山の大乱があって，  

至徳元年7月には玄宗が萄に逃避したため，成都府ほこれに忙殺され，また翌2年にほ，正月  

と7月の2回に亘って剣南兵の飯乱が勃発しており12），したがって，本格的に萬州を奪回する  

余力がなかったようである。   

なお，この攻略策戦に関して見落してならないのは，南詔がこのころ良明県地方を征討した  

い理由が他にもあったことである。それほ，かって閲元未年，先代皮羅閣が自蛮種の西河河蛮  

や烏蛮系の五詔を討平した時に，これらの残党ほ，あるいほ大理盆地奥北の麗江方面に，また  

あるものは，金抄江北辺の磨些族地帯に逃げ込んでいたからである1さ）。その当時，閣羅鳳は太  

子の身で常に陣頭に立って活躍しており，したがって，王国建設期に入った彼としてほ，この  

地方を征しで．対立部族の禍恨を除去することを念願していたに相違ない。この頃の閉経鳳の  

動静の大勢については，南蛮伝上に，   

⑦ 会安禄山反。閣羅鳳困之取篤州・会同軍，拠清深閑，以破越析，奥手贈，西而降尋伝・  
0 0 0 0    0 0 0  

際諸国。  

と述べており，また蛮書巻3蒙舎詔粂にも「閣羅鳳攻石橋奴，檎施谷皮，討越析養子贈，‘西開  
000000  

尋伝，南通隙国。」とあって1■），この攻略戦の前後に，越析詔の残党たるチ贈をとらえたこと  

が知られるo「越析」ほ烏蛮系六詔中の－詔であり，「干贈」ほこの詔主波衛の兄の子であっ  

て，かって，南詔に追われて金沙江北方の龍俵沙に逃げていたのである15）。これは南詔が昆明  

路沿いに進軍して尾明県地方を攻略したことと関連しているものと思われるが，その年代は明  

らかでない。ただし，この時にほ，大理盆地の剣川以北に拠っていた「三浪詔」などは討平さ  

れなかったのである。   

この後，碑文によれば，閣羅鳳は境域拡張や辺境防備に奔走し，強制移民政策を断行して，  

国内における部族支配体制の確立に尽力し，拓東城以下各地の要城を修復し，他方では，諸制  

度文物を整え，新都陽互嘩城の造営を進めて，南詔王国形成の基礎事業に献身したことが知ら  

れるが，この碑文は賛普鐘14年，すなわち唐の代宗永泰元年（765）で終っているために，以  

後14年間にわたる閣羅鳳晩年の動向を知る手懸りはほとんど得られないのである。  

Ⅱ 異牟尋の賛普鐘離脱と再帰唐  

閣羅鳳による南詔王国建設上の功績ほ絶大であり，彼の人物と業績ほ南詔史上に特筆さるぺ  

き英傑であったが，しかし，その諸建設事業は結局未完成に終ったものが多く，中でも，もっ  

とも重要なしかも難事業は，吐蕃弟事の隷属関係を清算して，雲南地方から外部勢力を完全に  

駆逐し，もって名実ともに南詔王国の独立を実現し，王権を確立することであったが，この重  

12）通鑑至徳2年正月集および7月条  
13）これらについての史料ほ，南蛮伝中や蛮書巻j，巻4参照。  
14）蛮書巻4尋伝蛮条に「閣羅鳳所討定也」とある。  
15）蛮書巻3越析詔条   
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要課題ほ次代異牟尋に課されることとなったのである。幸いにも，異牟尋もまた英明な王であ  

り，ついにこの課題を解決し，諸制度文物を改編整備し，国内における王国支配の体制を完成  

充実して，南詔王権確立の宿願を達成したのである。   

第6代王の異牟尋は唐の代宗大暦14年（779）に即位した。彼ほ閣羅鳳の孫にあたり，父の鳳  

迦異ほ襲位を侯たずに早世したのである。彼のいわゆる「叛蕃帰唐」についてほ，当時におけ  

る南詔国内の史的事情についてほもちろん，南詔，吐蕃，唐3国問の相互国際関係の推移，と  

くに，当時の吐蕃をめぐる国際関係と唐朝の対南詔政策の転換と，南詔のこれへの対応と吐蕃  

の動向等について，これを可能ならしめた史的背景を述べなければならないが，本稿でほ，南  

詔側の動向を中心にして、とくに対吐蕃関係の推移を考察し，この間における萬州諸蛮、とく  

に東蛮の動向に注意してみたい。   

異牟尋の萩蕃帰唐問題は，これを唐側からみれば，剣南西川節度使葦真の対南詔帰唐政策の  

問題であるが，これに関する史料は，唐朝と南詔間の交渉が再開され始めた貞元初めごろから  

中国側史書にみられ，ことに，通鑑の記事が正確で，しかも，これ以後ほ次第に詳しく報じて  

いるうえに，蛮書の記事も貞元年間当時，とくに，同10年の異牟尋の再帰唐関係記事に詳しいの  

で，このころの唐・南詔交渉史関係の史料ほ南詔史上もっとも恵まれているが，他方，このこ  

ろの吐蕃・南詔交渉史関係については，具体的に述ぺる史料がきわめて乏しく，これは唐・南  

詔交渉史関係史料の上からかいまみる外はない。また，この間における儀州諸蛮（東蛮も）の  

動向についても，断片的で，しかも間接的な史料が多く，唐・吐蕃・南詔3国の交渉史料中に  

みえるのが大部分である。   

ところで，異牟尋即位の翌年，唐朝でほ徳宗が即位しているが，そもそも，唐・南詔両国関  

係の新展開に対するきざしほ，この両君主の出現によってみられるのである。しかし，唐朝の  

対西南夷政策，とくに対南詔政策の一大転換は，貞元3年（787）宰相に登場してきた李泌に  

よるところが大であり，さらに，この政策を強力に推進したのほ，貞元元年，剣南西川節度使  

に着任した葦羞であった。   

この唐朝の新政策とは，当時激烈をきわめていた吐蕃の侵攻に対する唐朝の国防政策に基く  

ものであり，さらに，このころ唐朝は回絶対策の問題にも迫られていたので，南詔を招諭懐柔  

して再び帰唐せしめ，もって，唐の敵対戦列から南詔と回絃を外し，その結果，吐蕃を孤立せ  

しめて3面から挟撃せんとするものであった。こうした新国防政策が唐朝内で真剣に考えられ  

ていたことは，李泌が宰相になった翌月の通鑑貞元3年7月条に，   

⑧ 上喜日，如此，天下無復事夷。泌日，禾也。臣能不用中国之兵使吐蕃自困。上目，計将   

安出。対日，臣未敢言之，侯麦禾有数，然後可議也。上固問，不対。泌意欲結回綻・大食 00000000  

雲南（南詔）与共図吐蕃，令吐蕃所備老多。云々。  
00 00000  

とあることから明らかであり，また同書同年9月条には，回紀和親問題に関する徳宗と李泌の  

対話があり16），その続文に，   

⑨ 上白，回絃則既和英。所以招雲南・大食・天竺奈何。対日，回乾和，則吐蕃己不敢軽犯   

塞英。次招雲南，則是断吐蕃之右哲也。雲南自漠以来臣属中国，楊国忠無故擾之使坂，臣  
000000000  

干吐蕃，苦於吐蕃賦役重，末嘗一日不忠復為唐臣也。云々。  

16）「臣願階下北和回乾，南通雲南（南詔），西結大食・′天竺，如此則吐啓白困，馬亦易致莫。……（中   

略）・…‥為今之計，当以回乾為先，三国差緩耳。」とみえている。   
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とあって，李泌がこの方策を徳宗に進言していることが知られる。   

他方このころ，剣南西川節度使葦束もまた同様の方策を考えていたことは，新唐書巻158葦  

臭伝に，   

⑲ 貞元初，代張延賞為剣南西川節度使。初雲南蛮（南詔）頭附吐蕃，其盗塞必以蛮（南  

詔）為郷導。臭計，得雲南則斬虜右支，乃問便招辣之，梢精通西南夷。  000000（⊃000  
と言い，また，通鑑貞元3年正月粂には，   

⑪ 雲南有衆数十万。吐蕃毎入違，常以雲南為前鐘，賦数量数，又奪其険要立城螢，歳徴兵  

助防，雲南苦之。（鄭）回困説異牟尋復自帰於唐，日，中国尚礼義，■有恵沢，無賦役。異  
00000000000  

牟尋以為然，而無路自致，凡十余年。及西川節度使葦呆至鋲，招撫境上群蛮，異牟尋潜遣  
000、00  

人国許蛮（焦州諸蛮）求内附。呆奏，今吐蕃棄好，暴乱塩・夏。宣困雲南及八国生蒐有帰  
0000 000  

化之心，招納之，以離吐蕃之党，分其勢。上命巣，先作辺将書，以諭之，徴観其趣。  

とあって，彼は西川の成都府着任後まもなく，西南諸蛮の招撫に着手し，これら（とくに篤州  

諸蛮）を通じて，当時の南詔の動向をさぐり，また，たまたま異牟尋が「群蛮」（おそらくは  

篤州諸蛮）を通じて，唐への和親を求めてきたので，早速これを徳宗に上奏し，対吐幕政策上  

からも南詔を招納すべきことを進言していることが知られる。本来剣南節度使め任務は，旧唐  

書巻38地理志によれば，ナ「西抗吐蕃，南撫蛮僚」すことにあったが，とくに，このこちの剣南  

西川節度使の任務は，西辺に強大な吐蕃を控え，南境に新興の南詔をのぞ為，これら両国ゐ侵  

攻に備えるとともに，西南諸夷を招撫することであり，ことに吐蕃の侵攻活動が活発な時代で  

あったから，寺宝はまず吐蕃防備対策に真剣にとり組んでいるのは当然であちた。   

そこで，彼は徳宗の命を受け，同年閏5月に至り，東蛮の和義王昔郡時に書を与えて南詔に  

導速させ，翌6月にも，異牟尋が頗る書を知るをもって，白から書を作って送り，南詔王に遣  

使入見を勧めていることが通鑑にみえているから，少くとも，草真は李泌が宰相た就任する以  

前から，すでに対南詔招諭政策を±着手していたことが知られる。果して李泌のこの方策が，寺  

宝の政策に立脚したものであったかどうかほ、説明する史料に見当らないが，翌年の貞元4年  

からこの政策が一段と強力に打ち出されているところをみると；この後，唐朝の廟議と西川成  

都府の方策が完全に⊥致していたことを雄弁に物語っているのである。   

ところで，このころの南詔側の動向をみると，上掲⑪史料中に，南詔は吐蕃の重圧に苦し  

み，また，唐官の降人鄭回の勧説もあって，異牟尋が密かに再帰唐を謀り，薦州蛮を通じて和  

親の意を成都に打診したことを述べているが，この密書発送は貞元2年ごろのことであったろ  

うと思われる。   

果して，南詔と吐蕃はいつごろから不和の関係が表面化してきたか分明でないが，すでに，  

この気配ほ閣羅鳳晩年ごろから現われており，新吐蕃伝下の代宗大暦11年（776）条に，「吐  

蕃不得志，入掠黎・雅。於是，剣南兵合南詔与戦。破之。」とあるのをみると17），大暦10～12  
00000000  

年の間，西川節度使雀寧が西山方面において盛んに吐蕃勢へ攻勢に出て打撃を与え，大きな戦  

果を挙げているが，このころ，西川節度使の呼びかけに応じて，南詔軍が出動し，剣南兵とと  

もに吐蕃軍と戦っている形跡がみとめられるのである。この動静をみると；このころすでに南  

詔・吐蕃関係ほ悪化していたことを物語るものである。おそらく，閣羅鳳は着々国内体制を整  

のえ，国力が備わってくるにつれて，剣南西川方面における唐と吐蕃両勢力の動向をうかがっ  

17）ただし，旧吐蕃伝や通鑑等には何も記していない。   
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ていたものであろう。果して，この時南詔軍がどの方面でどの程度戦ったかは知り得ないが，  

少くとも，これが事実であったとすれば，これを契校として，南詔・吐蕃両国関係の不和が表  

面化してきたことが容易に推察されるのである。   

これから3年後，こうした情勢を背景にして，異牟尋が大暦14年9月（通鑑）24才で襲位し  

たが18），彼ほ即位1ケ月後の10月に至り，吐蕃に呼応して10万の大軍を動員し筍（西川）に侵  

入した19）。この時，吐蕃・南詔の連合軍ほ三方より成都府に迫り，西川節度使崖寧ほ安逸にふ  

けっていたために虚を衝かれ20），このために成都府は危機に直面したが，唐朝は禁兵，幽州軍  

および東川，山南の兵を大動員してようやくこれを破り，萄の危急を救ったことが南蛮伝上や  

通鑑に詳記している21）。この結果，通鑑大暦14年10月条によれば，   

⑳ 冬十月丁酉朔，吐蕃与南詔合兵十万，三通入題，一出茂州，一出扶・文，一出黎・雅，  
000  

日吾欲取萄以為東府。捏寧在京師，所留諸将不能禦，‥・（中略）…上発禁兵四千人，・‥（   

中略）‥ヰ山南兵合撃吐蕃・南詔破之。…（中略）…吐蕃・南詔飢寒，限於崖谷，死者八  

九万人。吐蕃悔，怒殺誘導便之来者。異牟尋催，築丑嘩城，延表十五里，徒居之。吐蕃封  

之為日東王。  
（⊃00  

とあって，この一大侵攻策戦が完敗に終ったために，南詔と吐蕃ほ互いに相怨む結果となった  

が，この状況について南蛮伝上は，「与山南兵合，大敗異牟尋衆，斬首六千級，禽生描傷甚衆，  

鞍跨崖嶋且十万。異牟尋憾，云々。」と言い，この続文に，   

⑬ 然吐蕃責賦重数，悉奪其険立営侯，歳索兵助防，異牟尋稗苦之。  

とあって22） ，王位につき，初めて大軍を動員して筍に侵攻すると言う一大冒険を敢行し，その  

結果，唐軍の主力に遭遇して尽大な損害を蒙った異牟尋にとってほ，この時，唐軍精鋭の兵威  

を白から体験し，なお唐写実力のあなどりがたいことを痛感したものらしく，他方では，この  

敗戦の結果，吐蕃ほ西山や嘗州方面への防備を強化し，あわせて，南詔や篤州諸蛮が唐側へね  

がえるのを警戒し，ますます重圧を加えてきたことが知られるが，このような隷属状態は，若  

い異牟尋にとって，到底耐えられなかったろうことが推察される。前述したように，閣羅鳳代  

晩年には，おそらく，吐蕃の命をまともに承けて，このような軽卒な行動ほしなかったと思わ  

れるが，吐蕃ほ即位まもない若年の異牟尋に強い圧力を加え，かような大軍の出動を強要した  

ものに相違ない。この敗戦は，その後の異牟尋の対外政策上において一大転磯をもたらすこと  

となったのである。   

かような状況下にあって，さらに，異牟尋に坂蕃帰唐を決意させるようになった動枚ほ，南  

詔王室内にもあったのであって，それは王の側近老の漢人鄭回なるものの存在であり，彼が王  

に対して再帰唐の利を説いていたことである。これについては前掲史料⑪にもみえているが，  

旧南詔伝には，鄭回の人物や来歴，南詔王室内における地位，とくに最右翼の清平官として大  

18）胡本野史上による。王本野史には21才で即位とある。  

19）南蛮伝上や両吐蕃伝には「衆二十万」とあるが，唐会要巻99南詔粂や通鑑に10万とあるのが正しいよ  

うである。  
20）通鑑大層14年9月条に「西川節度使同平軍事穆寧，在萄十余年。時地険兵彊，慈為淫拶，朝廷患之，  

而不能易。」とある。  
21）両吐蕃伝や唐会要南詔粂にも記しているが，旧南詔伝にはみえない。  

22）旧南詔伝には「吐審役賦南蛮重数，又奪諸蛮険地立城壁，歳徴兵，以助鋲防，牟尋益厭苦之。」とあ   

って，南詔のみならず，筒州諸蛮にも益々吐蕃の強圧が加わっていたことを述べている。  

23）鄭回については，なお南蛮伝上や通鑑r（前掲史料⑪の前文）にも述べている。   
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きな発言権をもっていたことなどを述べた後に，   

⑯ （鄭）回嘗言於牟尋日。自音南詔嘗款附中国。中国尚礼義，以意養為務，無所求取。今  

棄蕃帰唐，無遠戊之労重税之困，利莫大蔦。牟尋善其言，課内附老十余年英。  

とあって28），異牟尋は幼少のころから鄭回に儒学を学び，漢文に通じ，したがって，ある程度  

中国の事情にも通じていたらしく，彼の治績上からみても化華的な傾向の人物だったことが知  

られるが，彼は師でもあり，かつ，もっとも寵愛する重臣であった鄭回の進言に大きな影響を  

受けていたこが注目される。   

以上によって，安史の大乱を経て徳宗即位後に至る間の，南詔の動向，とくに，対吐蕃関係  

の推移の大勢をみてきたが，葺臭が西川節度使着任後まもなく，対南詔招論策と積極的にとり  

組んだのも，このような南詔側の動向を察知していたからでもあったことは，前掲⑪史料の後  

段からも知られるところである。   

この後，葦呆は精力的に南詔や萬州諸蛮（とくに東蛮）の招諭に尽力し，とくに南詔に対し  

ては，中央政府よりの指令もあり，しばしば書信や密使を遣わして，熱心に再帰唐を説得した  

結果，吐蕃の報復を恐れて蓮巡していた異牟尋も，貞元9年に至ってようやく決意するに至り  

翌10年には正式に帰磨の盟約を実現することとなったが，ここでは，この間における唐・南詔  

両国間の交渉経過等ほ主題外であるから，その大要だけをみるにとどめ，むしろ，成都府と南  

詔の問にあって，この南詔再帰唐の推移に重要な役割を担っていた東蛮の動静と，当時東蛮を  

ほじめ萬州諸蛮を支配下に置いていた吐蕃の対応に視点をおいて，主に通鑑の記事を中心に考  

察してみたい。（以下とくに出典を示す以外ほ通鑑による）   

まず貞元4年4月，東蛮の鬼主醍傍，宜夢衝，宜烏星等が唐朝に来貢して厚遇されている  

が，これは南詔が吐蕃を恐れて白から遣使するのをさけ，東蛮に委託して遣使させたものであ  

り，東蛮の唐への入朝は20年ぶりのことであった24）。この時，旧南詔伝によれば，「会剣南西  

川節度使葦呆，招撫諸蛮，宜烏星・虜望等帰化，徴聞牟尋之意。困令蛮（東蛮）寓書於牟尋，  

且招懐之。時貞元四年也。」とあって，東蛮が葺鬼の密書を南詔側にとりもっていたことが知  

られる。   

ところが，この年の10月，吐蕃の大兵10万人が大挙して西川に適し，南詔にも出兵を促した  

ので，葦臭は計略をめぐらし，南詔宛の偽書を東蛮を仲介して吐蕃に送らせたので，吐蕃ほ始  

めて南詔を疑い，会川（会同）に兵を屯して南詔入萄の通道をふさいだため，南詔はこれを怒  

り，この結果，「由是，雲南与吐蕃大相済阻，帰唐之志益堅，吐蕃失雲南之助，兵勢始弱英。」  

と言う状態となった。そこで吐蕃ほ，今度ほ雨林の既傍とともに東蛮を攻めてきたが，葦臭が  

これを撃退して東蛮を救っている。したがって，貞元4年頃には，吐蕃と南詔の和親関係が事  

実上破れつつあったことが知られるのである。   

ついで翌5年には，岳州管下の台登県の北谷に吐蕃の大軍が釆攻したので，葦巣ほ東蛮雨林  

の互郡時や勿郡乃茸夢衛等と協力してこれを大破し，この結果，吐蕃の願勇大兵属僚乞蔵遮遮  

等が戦死し，唐朝ほ至徳元年以来，久しぶりに篤州の境を回復し得たのである（旧吐蕃伝下）。  

このころ，吐蕃はしばしば遣使して南詔を誘脅しており，他方臭革もまた，この年も再度南詔  

へ書を送っている。  

24）冊府元亀巻972朝貢5および旧唐書葦轟伝参照。南蛮伝下東蛮粂にも「天宝中皆受封宙，及南詔陥蕎  

州，逐濁属吐蕃。貞之中，復通款。」とみえている。   
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貞元7年6月，卑束ほ「吐蕃毎発雲南兵，雲南与之益少，束知異牟尋心附チ唐。」るに至っ  

たので，かって成都府に掃えられていた閣羅風の使者段忠義を南詔に帰国させ，葺果の害を携  

行させた。やがて，段忠義が磨些蛮の任地に途をとったところ，その鬼主が吐蕃に密告したた  

めに，彼は捕えられて吐蕃に送られた。この結果，異牟尋ほ吐蕃より詰問を受け，さらに，南  

詔の大臣の子弟多数が人質として連れ去られたので，異牟尋ほいよいよ吐蕃を怨むに至った  

（旧南詔伝）。磨些蛮が他の諸蛮に比し，吐蕃と親しい関係にあったことは，ここにもその例  

証がみられる。   

ところが，葦真の尽力により，やっと唐朝に帰附した東蛮の中からも反逆者がでた。それは  

勿郡大鬼主の丑夢衝であって，彼ほ「清適吐蕃，扇誘群蛮，隔絶雲南使者」したので，貞元8  

年2月に至り，葦宜はこれを揃えて斬殺し25），この結果，「雲南之路始通」ずる状態となった  

のである。「大鬼主」とか「鬼主」の称例ほ，大体において東餐烏蛮系の部酋にみられ以蛮書  

巻1の第九程条以下の文中に「此等部落皆東桑島蛮也。・‥（中略）…大部落則有大鬼主。百家  

二百家小部落，亦有小鬼主。一切信債鬼巫，用相服制。」（向達校注本による）とあるをみれ  

ば，これほ何等かの土俗宗教の教主を兼ねていたものらしい。この土俗宗教の正体については  

今なおよく分らないが，向連ほこれを天師道と関連した信仰だと説いている28）。いずれ，この  

ころ勿郵の竃二夢衝なる老ほ，東蛮の実力者だったらしいが，こうした東蛮の動静をみると，当  

時の彼等は唐，吐蕃，南詔三者の間にあって，その去就に戸惑っていた様子がよくうかがわれ  

る。しかも，これら東蛮の帰趨は，当時の3国の国際関係に重大な影響を与えるものであった  

から，たがいにこの動静に大きな関心をよせ，折にふれて懐柔と圧力の両策を用いて干渉して  

いたものらしく，東蛮等の動静はきわめて流動的であったことが知られる。   

貞元8年末ごろにほ，すでに「吐蕃・南詔，日益相済，毎雲南兵至境上，吐蕃軌亦発兵，声  

言相応，実為之備。」（通鑑同年11月条）の状態となり，南詔と吐蕃の関係はますます険悪化  

してきたが，葦臭ほこうした好機をとらえて，吐蕃に対して一大攻勢にでており，この年8月  

にほ維州で吐蕃の大将論賛熱を捕讃し，また，同9年に入って，論葬熱の軍を大破し，この結  

果，西山の諸蒐を唐朝に内附せしめていることが旧吐蕃伝下に詳しくみえている。   

かくて貞元9年に至り，異牟尋はようやく意を決し，同年4月戎州，黙州，安南の3路から  

成都府の葺泉に対して使者を派遣し，唐の徳宗への帰唐請願の上表文と葦尭宛の畠書を送って  

いる。この時，異牟尋が葺真に送った烏書の全文が，貴重にも南蛮伝上に収録されているが，  

この文面をみると，吐蕃弟事についての南詔の「四忍」と「四難忍」が列挙されていて興味深  

い。これに対し，葺貴は上命を承けて巡官程佐時を10月に入雲させた。攫佐暗が南詔の都の陽  

意嘩城に到着してみると，すでに吐蕃の使者等数百人が逗留していたため，異牟尋ほ大いに当  

惑したが，ついに翌10年（794）正月，鮎蒼山の神弼において帰唐の盟約を結び，吐蕃の使者  

数人を斬って決意の程を示したのである27）。そこで異牟尋は，この盟約の報告と吐蕃からもら  

っていた金印とを献上のために，弟の湊羅棟を長安に遣わしたがヨ8），この時唐朝へ送った「雲  

25）南蛮伝下東蛮粂および蛮書巻1，巻ヰにも詳記している。  

26）向達「南詔史時論」歴史研究1954年2期  
27）この時の状況については旧南詔伝が詳記している。  

28）旧南詔伝はこれを8月とし，南蛮伝上には明記していないが9年末の如くあり，また，同年における  

成都府への伊仇寛遣使，安南府への楊伝盛遣使のことがみえるが，これらの前後関係については各史  

書の記事が互いに出入あって一致せず，この検討はここでは省略する。   
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南詔豪異牟尋与中国誓文」が蛮書巻10に全文収録されており，さきの南蛮伝上に収録の畠書と  

ともに，現在に伝わる稀小の南詔文書として貴重な史料である。これに対して，唐朝は両部郎  

中表滋を冊立使として南詔に派遣し，同年10月，異牟尋ほ唐朝より正式に「南詔王」に冊立さ  

れ，ここに南詔ほついにその宿膜を達し，吐蕃弟事関係の覇絆から脱して，再び唐朝と和親関  

係を結び，その結果，ここにようやく，名実ともに一王国としての独立を達成したのである。  

なお，衷滋一行が入雲した時の道程や日程および南詔例の歓迎ぶりや冊立式の模様について  

ほ，蛮書巻10や南蛮伝上に詳しく伝えられており，当時の南詔国内の様子を知る上での重要な  

史料を提供している29）。  

Ⅲ 南詔王権の確立  

以上の史的過程を経て，異牟尋ほ先代以来の宿願を達成したが，その王権を確立し，実質的  

にも王国の存立を確保するためには，なお，果さねばならない課題が多かったのである。中  

でも，この坂蕃帰唐を契機として，ぜひとも遂行しなければならなかったのほ，北境地帯から  

吐蕃勢力を駆逐してその脅威を除去するとともに，これまで，吐蕃勢力を背景にして向背常な  

かった諸部族を抑えて，北辺の防備体制を固めることであり，これと関連して，かって北境地  

帯に逃げ込み，絶えず姦動を続けていた対立部族の残党対策？問題であって，これらの禍恨を  

一掃して，国内における部族支配の体制を確立することであった0   

すなわち，異牟尋は帰唐を決意して三方から唐朝へ遣使した貞元9年4月以後，早速吐蕃勢  

力の駆逐に着手していたことが旧南詔伝によって知られる。同伝には，貞元10年正月条におい  

て，桂佐時の入雲盟約記事の続文として，   

⑮ 初吐蕃，困争北庭，与回絶大戦，死傷頗衆，乃徴兵於牟尋，須万人。牟尋既定計帰我   

（唐），欲困徴兵以襲之。乃示寡弱，謂吐蕃日，蛮軍素少，僅可発三千人。，吐蕃少之，   

請益至五千。乃許。牟尋遽造兵五千人，戌吐蕃。乃自将数万踵其後，昼夜兼行，乗其無備，   

大破吐蕃於神川，遂断鉄橋。遣使告捷，且語草呆使，閲其所虜獲及城壁，以取信篤0時葦 0000  

呆上言。牟尋収鉄橋己釆城塁一十大，檎其王五人，降其衆十余万。  

とあって，大理盆地の奥北方面に大軍を動かし，吐蕃の神川節度使管下にあって，吐蕃入雲コ  

ース上の一大要地であった金沙江上の鉄橋を断ち切り88），大いに吐蕃の神川軍を破っているこ  

とが詳しく述べられている。ところで，この政戦がいつ行われたものであるかを明記する史料  

はないが，通鑑はこれを旧南詔伝と同様，貞元10年正月条に，鍵佐時人雲盟約記事の続文に  

「先是」として述べており，旧唐善徳宗本紀にほ，同年正月壬辰に「使釆献捷」とみえ，冊府  

元亀巻973や995にも，同じく同年正月のこととしているから，おそらく，この政戦ほ貞元9年  

秋から年末にかけて行われたものであり，この献捷使が唐の長安に到着したのが翌10年正月の  

ことであったに相違ない。新吐蕃伝下では，この戦いを貞元9年条下にて述べており，この時  

南詔ほ，草臭の吐蕃への政戦と共同で戦った如く記している。   

ところで，この攻戦の目的とするところは，史料⑮および⑱によれは，異牟尋が帰唐の決意  

29）汚速夫「唐代南詔与吐蕃」（中国辺盛歴史語文学会叢書之一「西蔵研究」所収，台北，民国49年）に  

は，南詔徳化碑文や両唐書吐琴伝の史料が利用されていないのは解せない。  

30）雲南省麗江県西北の故巨津州北百三十里（読史方輿紀要巻117）   
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を表明し，西川の兵に協力して吐蕃に当らんとする誠意を示す意味もあったらしいが，しか  

し，この時点を考察してみると，帰唐実現のためにほ，何よりもまず，南詔国の北辺から吐蕃  

勢力を駆逐し，唐朝（成都府）との交信往来の建昌路を確保しなければならなかったことが考  

えられる。それに加えて；鉄橋地方から東方にかけての一帯は，前述の如くチベット系磨些族  

の居住地域であり，これまで常に吐蕃寄りの動向を示し，南詔にとっては，いわゆる目の上の  

痛的存在であり，かつ，かっての対立部族の残党も多数入り込んでいる地帯だったから，いつ  

でも機会さえあれは，南詔に主ってほまっ先に討平したい所であった。蛮書巻10に収録されて  

いる「雲南詔豪異牟尋与中国警文」中に81），   

＠ 請漢使計会，発動兵馬，同心戦力，共行討伐。然吐蕃・神川・尾明i会同己釆，不備天  

兵。牟尋尽収復鉄橋為界，帰漢彊宇。  

とあって32），この間の動向をよく物語っている。   

ちなみに，当時の鉄橋附近の状況については，蛮書巻6の鉄橋城条に；   

⑰ 鉄橋城在剣川北三日程。川中平路有駅。貞元十年，南詔異牟専用軍破東西両城，斬断鉄   

橋，大篭官己下投水死者以万計。今西城南詔置兵守禦，東城至神川已来，半為散地。見管  

浪加前・於浪・伝充・長揮・磨些こ撲子・河人・弄棟等十余種。  

とあって，東西の要城があり，この地帯は諸種族雑居の地だったことがうかがわれるa3）。   

さらに，異牟尋はこの機会をとらえて，昆明県地方を中心に広く分布していた磨些蛮を平定  

し，この方面に逃避残存していたかっての五詔系や自蛮系（西浦河諸蛮）諸部族の残党せ討っ  

て，これらを南詔国の畿内またほ東方の昆明盆地へ強制移住策を断行し，国内における部族支  

配の体制を確立せんとしたことが知られる。これについては，まず南蛮伝上の塞滋冊立陵入雲  

記事の続文に，   

⑱ 異牟尋攻吐蕃，復取昆明城，以食塩地。又破施蛮・順蛮，並虜其王置自捷城，国定磨些  
0（〕0（〕  

蛮，隷昆山〔川？〕西峯故地。破茫蛮，掠弄棟蛮・漢裳蛮，以実雲南東北。施蛮者在鉄橋  

（〕   西北，居大施敗・欽尋購。…（中略）…順蛮与施蛮雑居剣共諸州。嘩羅皮・鐸羅望既失遼  
川・浪胃，奪剣共地，由是徒鉄橋。  

と略述しているが，通鑑の貞元11年10月条に「南詔攻吐蕃昆明城取之。又虜施・順二蛮王」と  

あるから，この地方の重要拠点たる昆明城を攻陥したのは，貞元11年10月に至ってであったこ  

とが明らかであり，したがって，南詔が磨些地域を平定したのほ，貞元10年から11年秋ごろに  

かけてのことであったことが知られる。   

ところで，これら諸部族の強制移住に関してほ，蛮書巻3，4，6を中心に，幾つかの関係  

記事があり，これを底本にした南蛮伝上や同伝下の中にもみられ，また，元史地理志4にも関  

係記事が散見しており，このころの強制移住の大勢が知られるうえに，近年中国においても，  

自族（民家）民族史研究に関連して，南詔の民族構成等に関する論考が幾つか発表されている  

が，この強制移住問題の詳細な考察についてはここでほ割愛しなければならない（前掲註3の  

拙稿にゆずる）。したがって，本稿では南詔王権の確立との関連において，その動向の大要だ  

31）これは貞元10年春頃の作文とみなされる。  

32）文中の「昆明」は武英殴版本には「尾奈」とあるが，向達の「蛮書校注」本によった。  

33）後段の「今云々」はこの後の蛮善が書かれた成通年問ごろのことを述べたものであるが，現今でも，  

麗江地方は諸民族雑居の地として有名である。   
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けを蛮書を中心に述べてみたい。   

貞元9年末，異牟尋が鉄橋附近で吐蕃の神川軍を大破した後，同10年，まず，剣川地方によ  

っていた諸部族に対し，彼ほ徹底した強制移住政策を断行し，これによって，大理盆地奥北地  

帯を確保して吐蕃の南下に備えるとともに，これまで責動を続けてきた対立部族の拠地を一掃  

して，南詔王権の安泰をほかったことがよくうかがわれるのである。すなわち，蛮書巻3の大  

詔条によれは，かって開元末年，南詔4代三度羅閣が洞海北部によっていた大詔中の逗娘，施  

浪，浪胃の三詔を討った時に，これらの一族残党は北方に退避して剣川地方（現在の剣川県の  

地）に拠り，吐蕃勢力を背景にしながら南詔に服せず，当時これらが「三浪詔」と呼ばれてい  

たが，南詔は剣川を攻略すると，早速遺族，浪胃二詔の残党を掃えて，これらを雲南西辺部の  

永昌の地（現在保山県の地）に流し，いわば島流しにしているが，ただ，施浪詔の一族だけほ  

さらに北方へ逃れて，吐蕃の界に入り込んだらしい。   

また，蛮書巻4の弄棟蛮条および南蛮伝上によれば，桃州（現在挑安県の地）辺におった自  

蛮種の弄棟蛮は，一体に反唐的傾向の強い部族であったが，かって，その部西の唐官欧殺事件  

により（多分武后代の桃州危機のころか？），遠く磨些江側等に徒居していたが，彼等もこの  

時掃えられ，漠裳蛮等とともに雲南の東北部（昆明盆地）に強制移直させられている。（ただ  

し，部啓一族だけは永昌城へ流されたらしい。）   

次に，吐蕃から詔（王）に封ぜられて，同地方に隠然たる勢力を張っていた鳥蛮系の施蛮と  

順蛮の詔主一族ほ，前者が南詔の故地たる豪舎城へ（南蛮伝上には自崖城），後者ほかっての  

張氏白子国の居城たる自崖城（蛮書巻4には自巌城とあり，南蛮伝上による）へ，それぞれ徒  

居させられ軟禁されている。   

これに対して，これら二詔支配下にあった部落百姓（多分自蛮系）と前述の弄棟蛮の百姓  

（蛮書巻4によれば，これらは「磨蛮」と呼ばれていたらしい。）と，さらに開元末年皮羅閣  

が西洞河蛮（自蛮種）を討平した時に，この地方へ逃げ込んできていた西川河蛮の1部（これ  

は「河蛮」と呼ばれていた）や漢人移住民の後商といわれる漢裳蛮は，みな雲南東部の昆明盆地  

へ強制移住させられ，農耕民に当てられているのが注目される。そして，施蛮，順蛮遷徒後の空白  

は，同じく剣川地方におった鳥蛮系の長禅蛮を移住させ，これに充当していることが知られる。  

蛮書巻6の拓東城条に，   

⑱ 貞元十年，南詔破西戎，渾施・順・磨些諸種数万戸以実其地。又従永昌以望王子・望外  
000000000   

喩等千余戸分隷城傍，以静道路。  

とあるのほ，この時，昆明盆地へ大量に強制移住させられた剣川，磨些両地域の自蛮系諸部落  

民（数万戸）について述べたものであり，これを文字通りに鳥蛮系の「施・順・磨些諸種」そ  

のものが移されたと解するのほ誤りである。望宣子蛮は蘭槍江以西，望外喩蛮は永昌の西北部  

に居ったもので，非常に精惇であり，南詔軍の前駆として重用されていたものであるが84），こ  

れは，これらの移住民が逃亡するのに対し，警備用貞として入植させたものらしい。   

ところで，この時になぜ剣川，磨些地域から昆明盆地へ自蛮系数万戸と言う大量の強制移住  

を行ったかは，非常に注目すべき，かつ興味深い問題であるが，これは単に，従来の南詔にと  

っての一大不安地域を掃蕩するだけが目的でなかったことに着目しなけれはならない。すなわ  

34）蛮書巻4望宣子蛮条および望蛮粂参照   
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ち，それほ蛮書巻4の西愛条に，   

⑳ 閣羅鳳達尾州城使楊牟利以兵囲脅西費，徒二十余万戸於永昌城。鳥蛮以言語不通，多散  
（〉○（〕0000000  

林谷，故得不徒。是後自曲靖州・石城・弁麻川・見川南至龍和以来，蕩然兵荒英。  

とあって35），先代の閣羅鳳が国内体制の整備に着手していたころ，かって，雲南の東半部に一  

大勢力圏を形成しセ南詔部族と対立していた費姓部族の主要拠地（現在の曲論盆地から昆明市  

地方および西隣の禄豊県地方に亘る平地帯），すなわち，昆明盆地帯（広義上の）に古来から  

居住しで，水稲耕作を主生業としていた自蛮系（「西費」と呼ばれていた）の部落民20余万戸  

を永昌盆地へ強制移住させたことが知られるのである88）。   

これほ，紫姓一族が再起する不安を除去するために，その経済的基盤を形成していた自蛮系  

農業民を強制移民させたものに相違なく，同時にまた，永昌盆地帯の開拓と農業生産の増大を  

ねらったものと思われる。これがいつごろ行われたかは史料に明記されていないが，工項で述  

べたように，閣羅鳳が拓東城を築いたりして，昆明盆地の経営に当っていることが碑文から知  

られる甲であって，これらの動向等を洞察してみると，おそらく，賛普鐘10年すなわち唐音宗  

上元2年（761）ごろのこととみなされる＄7）。   

したがって，その後の昆明盆地帯における農業生産力は非常な打撃を受け，貞元10年ごろに  

おいても，なお空荒の地が多かったと思われる。南詔王国の確立と国力の充実を念願していた  

異牟尋としては，この肥沃な大盆地帯における農業生産の増大を計ったことは至極当然のこと  

である。当時の自蛮種ほみな雲南の二大盆地帯や河谷地帯にあって，水稲耕作を主生業にして  

いた高文化度の農業民族であり，北方ほ篤州地方まで分布していたことが知られる88）。前述の  

「東蛮」と呼ばれたものは，備州府（越馬県）から北方の台登地方にかけて散在していた鳥蛮  

と自蛮の混住諸部落の総称であった。以上のように考察してくると，異牟尋が剣川，暦些地域  

から，主として自蛮系農業民を，これ程大規模に昆明盆地へ強制移住させた史的事情が理解さ  

れるのである。元史地理志4によれば，異牟尋はさらに雲南西部においても，永昌盆地の自蛮  

をその西方騰越地方に移民開拓を行っていることが知られるのである。   

かくして，異牟尋は吐蕃弟事の関係を断ち切り，北辺から吐蕃勢力を駆逐したのを機会に，  

これまで懸案となっていた対立部族の残党を一掃し，国内における部族支配体制を固めて，こ  

こに，対外的にも対内的にも王権確立の要件を整え，また，畿内における州制（六蕨制）や地  

方における六節度制を整備して30），いよいよ中央集権国家への移行を推進したのである。   

しかし，これで吐蕃の脅威が解消したわけではなかった。したがって，異牟尋はこの不安を  

完全に除去するまで，さらに7年の間，西川節度使尊皇と協力しつつ，昆明城や萬州方面で，  

執軌こ南下浸透してくる吐蕃勢力と戦わねばならなかったのである。冊府元亀巻980外臣部の  

貞元13年2月粂をみると，   

㊧ 剣南西川節度使葦臭奏。南詔前年於席州築得城一所。今請拠旧境帰還，己受領諾0  

00 とあって，南詔はさきに鉄橋の神川軍を撃破して以来，引き続き，金沙江北岸から昆明城にか  

35）南蛮伝下にも大略同文があるが，末文は「南北至龍和，皆残干兵」とある。  

36）馬長寿は，西条中には白蛮の外に，倹望蛮と従業紙蛮（明代の撤馬都）が含まれていたと主張してい  

る。（同氏著「南詔国内的部族組成和奴隷制度」三の2項）  

j／ノ詳しい考証については拙稿（前掲註3）参照  

58）蛮書巻ヰおよび南蛮伝下東蛮粂参照  

39）拙稿「南詔国の六節度制について」山崎先生退官記念「東洋史学論集」所収   
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けての磨些族居住地域を掃蕩し，さらに，その東北部の満州城をも占敏し，もって，吐蕃通蛮  

の道（入雲路）を絶ち，他方でほ，周都に通じる建昌路を確保するために努力していたこ＆が  

うかがわれるのである。 【   

果して，吐蕃は貞元13年6月に至り，萬州北部の台登へ進軍♭てきたが，葦臭は萬州刺史曹  

高任に命じて，これを大破しているが，この時．，東蛮り子弟等が唐草に協力していることが旧  

吐蕃伝下から知られる。しかるに，吐蕃は貞元15年10月に至り，再び萬州や良明城攻略を開始  

し，8万の大軍を動員して南進してきたが，異牟尋埠葺臭と力を合せ，かつ巧妙な策戦を用い  

て，鉄橋や昆明県地方からの吐蕃軍を駆逐している40～。この時の迎撃戦の模様や始末について  

は南蛮伝上に詳記しているが，この記事中に，   

⑳ 異牟尋謀撃吐蕃，以道川・寧北等城当冠路，乃崎山ト、渾墾修戦備。帝許出兵助力。…（中   

略）…且言。昆明・篤州与吐蕃接，不発加兵，為虜所脅，反為我息。請東園之。  

とあって，異牟尋がいかに吐蕃からの脅威を恐れ，この防備に腐心していたかがよくうかがわ  

れ嵐と 

重要拠点に当っていたことを物語っている。また，同記蕃中にほさらにト′，「異牟尋畏東蛮・、磨  

些難測，慣為吐蕃郷導，欲先撃之，∴泰々」とか，あるいほ打異牟尋乃微衷∫〔蛮〕・磨些諸蛮，  

云々」とあって，、，、なおこのころにおいても，東蛮や磨些族の去就が定かでなかったことを知る  

ことができる。   

この吐蕃の一大攻勢ほ翌16年から17年に亘るて木津戦とな′つたが，すでに吐蕃では，貞元13  

年に農5代の英主チソソデブ・エソが死し，その前年にを享大論シャンギェノレツ虚ンも死亡してお  

り，貞元15年には天候不順で不作の上に悪疫の流行があり41），このために，すでに昔日の面影  

がなく，国力桟次第に想勢に傾いていちころであったが，尊皇ほこの機を返せず一大決戦を敢  

行し，16年10月に堰，吐蕃の酋帥九節度嬰籠官馬定徳がその将87人を引きつれて乗降し，17年  

8月から年末にかけで，、吐蕃軍16万衆を撃破し，さら・に，10万の軍勢をもって西川に進攻して  

きた吐蕃の内大相兼東境五道節度兵馬都群牧大使論葬熱が捕えられて，．その大軍ほほとんど潰  

滅し素り，ここに大打撃を蒙った甲で42），この後，吐蕃の脅威ほ剣南西川の西南部から去った  

のである。 

なお，この一大決戦の間にあって，磨些蛮，東蛮2部落主の宜郡時等が兵4千人を率い，良  

明城や諾済城を攻めていることが旧唐書葺巣伝によっユて知られ48），東蛮の茸郡時は，この時に  

一貫して唐朝方に附し，常に畢呆に協力して，吐蕃勢と戦っていることが注目され，通鑑成通  

11年2月条にも「初，葦臭招南詔以琴吐蕃，…（中略）…又東蛮五郡時・勿郵十夢衝三部，助  

果破吐蕃有功，云々。」とみえている。この宜郡時の動静については南蛮伝下京蛮条に詳記さ  

れている。   

東蛮につVt、てほ，南蛮伝下や蛮書巻4等に一応の説明記事があるが，蛮書巻4に．よれば「、葉  

栗両姓蛮・雷蛮・夢蛮，皆在茫部台登城東西散居。皆鳥蛮自蛮之種族」とあり巨南・蛮伝下東蛮  

40）通鑑はこの時の吐草軍を5万と記している。  

41）南蛮伝上貞元15年条  

ヰ2）この戦斗については，旧吐書伝下と旧唐書葦轟伝に詳しく，かつ，17年における南詔の戦闘ぶりにつ  

いては南蛮伝上に詳記している。  

4j）旧吐蕃伝下同年条には「磨些蛮三部落主」とある。   
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条にほ「勿鄭・豊琶・両林皆謂之東蛮」とあって，僑州管下北部の台登地区に散居していたも  

のであり，この中にも自蛮種が混任していることが注目される。要するに，吐蕃の南下入雲路  

に当るこの地方は，唐，吐蕃，南詔の3国勢力括抗の問にあって，常にこの東蛮の去就が3国  

問の関係に大きな役割を担っていたことが知られるのであるが，東蛮についての詳しい史的考  

察は他日にゆずらねばならない。   

〔附記〕本稿は，昭和40～42年度文部省科学研究費交付による総合研究「東南アジアにおける権力構造の変  

遷」の分担課題「南詔王国の支配構造」に関する研究の1部である。   




